
-
R
E
胴
与
六
回
『
一
十

-
H
-
m一
三
副
司
自
脅
価
値
富
国
時
《
M
W
圏
一
回
二
回
aE
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強

醐

趨

康

「
中
庸
」
に
見
は
れ
た
る
経
済
思
想
-
敬
投
法
哨
博
士

経
済
議
曾
ピ
峨
と
摘
通
経
済
委
員
合
政
投
法
地
下
I

不

在

者

課

税

論

・

・

・

・

致

投

法

品

a

…昨上

流
通
過
程
に
於
け
る
酒
税
の
樽
掠
量
投
法
早
士

時

間

品

問

輸
出
信
用
保
険
に
つ
い
て
・
・
・
数
日
間
採
取
紳
士

議

剛

噛

鴻

現
今
に
於
り
る
錦
替
相
場
の
蹴
出
動
・
杭
一
回
正
匂
均
一
州

姐

肌

古

犯

我
闘
財
政
の
捷
選
・
・
-
刑
執
投
続
前
山
中
陣
土

琉
球
の
鹿
長
役
以
前
・
・
・
数
段
叫
市
博
士

雄

惜

錦

献

資
本
利
子
税
の
客
髄
に
就
て
・
・
利
仰
山
一
切
剛
山
一
山
一
城

徴
兵
制
度
反
封
宣
言
に
就

τ
・
・
地
品
科
技
法
弔
士

(
司
際
賃
銀
ご
比
(
制
定
・
-
識
附
料
消
川
主

辻
山

A
V

鏑
ι
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捗
役
扶
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泡
M
W
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叫
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・
市
庄
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将
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提
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地
川
・
水
路
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M
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拠
議
F
る
や
う
型
車
L
、
ま
た
舟
聞
に
お
い
て
も
徴
兵
制
山
防
止
ま
抗

議
す
る
宇
ワ
出
坑
し
、
ま
た
作
闘
に
於
て
も
徴
兵
川
山
山
u
t
山
出
耐
世

間
さ
ん
こ
と
を
北
却
し
た
も
山
り
て
広
る
。

之
を
H
拍
ゐ
正
、
.
署
名
者
ご
し
て
県
げ
ら
れ
た
る
人
々

は
山
市
秋
山
水
・
北
部
術
家
・
科
卒
者
で
あ

h
、
エ

V
J
V
片

-Kω

主
川
怖
は
巳
に
川
知
さ

μ
居
る
が
、
他

ω削
羽
名
指
凶
名
が

不
明
で
ゐ
る
か
ら
、
反
射
意
見
山
内
仰
が
』
〈

M
l得

ら
れ
む
い
。
人
道
的
立
場
h
T
h
職
需
を
河
川
川
[
、
従
つ

JL
微
兵
制
肢
を
初
出
前
備
軍
を
も
府
止
し
た
い
ピ
一
エ
ム

川
町
似

u、

mM伊川
T
利
を
希
ム
者
仁
正
っ
て
川
正
議

ωあ
ら

、
、
.

ふ
告
は
な
レ
。
さ
れ
ど
者
し
附
界
中
和
が
本
伐
的
に
微

j

j

I

H

i

p

-

員

4
由
民
ハ
制
山
以
内
ド
作
刊
に
依
ド
作
す
る
ピ
考
ふ
る
も
的
あ
ら
ば
、

絞
っ

τ居
た

。

一

共

は

・

本

氷

川

例

山

批

雌

を

弛

れ

ま

い

。

(
榊
合
ロ
ン
ド
ン
二
十
九
日
政
)
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
ア
「
ホ
ッ
ク
省
一
一

-

i

;

;

一

昌

兵

川

主

U
山川訓

ω
沼
目
地
は
是
ま
で
も
度
々
山
て
肘

u合
は
付
事
ョ
フ
フ
ォ
ン
氏
山
名
E
H
て
二
十
J

，r
H
U
ン
ド
ン
に
於
て
似

-

r

i

!

j

品
川
比
一
比
制
官
一
一
H
Aを
品
目
去
し
た
ω

一
る
c

比
中
で
も
徴
兵
制
は
軍
凶
主
義
内
主
製
現
象
正
見

小

fu--
同
市
は
刊
川
押
知
名
山
士
七
十
名
が
抗
日
品
川
附
晴
名
せ
る
も
の
に
て
印
一
一
1
U同
封
す
る
立
見
も
め
る
。
去
し
北
(
な
ら
ば
、
利
闘
で

皮
山
ガ
ン
ヂ

L
P
ゴ
ー
ル
附
氏
、
イ
ギ
り
ス
山
路
帥
川
市
協
命
令
ド
比
一
は
徳
川
時
代
的
文
治
政
治
か
ら
明
治
時
代
的
制
州
政
的

ア
ン
一

7
・4
ヂ
ン
l
氏
、
若
山
過
去
ノ
l

マ
ン
ニ
ン
ぜ
ル
氏
、
州
刈
一
に
移
っ
た
こ
正
に
な
る
。
軍
同
主
義
付
微
兵
制
を
川
山
山
日

刊
以
即
ど
'
引
抗
な
ド
イ
ツ
の
7
4
ン
シ
ユ
タ
イ
シ
民
与
で
、
白
川
四
一
一

J

↑
ど
す
る
で
ぬ
ら
ふ
が
、
徴
兵
制
的
本
併
は
決
[
て
W
4
M四

時
氏
札
先
年
陥
冶
越
地
山
際
羽
名
し
て
印
刷
る
。

企
二
重
一
》
一
世
主
一
仁
主
正
、
。

そ
山
内
科
は
品
川
氏
山
俳
正
在
宅
へ
民
山
市
仰
柿
ゆ
を
町
四
す
る
た

J
J
-
U
4
{
v
t
y
L

品
、
そ
山
第
歩
と
し
て
間
際
岬
盟
に
封
L
M
3
似
兵
制
度
山
雌
止
を

徴
兵
制
皮
反
射
宵
一
一
同
に
就
てh

L
I
h
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録

特

徴

兵

制

度

ぱ

封

宣

言

に

就

て

徴
兵
制
度
に
反
州
到
す
る
意
見
は
佼
-
Q

で
ゐ
ら
ふ
が
、

犯
は
之
を
本
何
的
に
見
て
、
此
制
度
的
否
認
は
、
我
々

町
山
高
山
中
刷
協
生
活
に
於
け
る
、
引
火
昨
刊
止
山
執
じ
劃
す
る
い
相

互
主
義

ω挑
戦
で
あ
る
正
解
粋
す
る
。

共
同
主
義
正
相
任
主
義
己
は
、
近
代
に
於
け
る
四
位

組
織
に
闘
す
る
二
大
川
淵
で
あ
る
o

開
館
り
内
部
に
於

け
る
階
級
的
勢
力

ω競
守
や
均
衡
や
支
配
l
A
隷
助
関
係

の
如
き
は
、
同
開
生
活
の
主
義
で
は
な
〈
、
喰
に
辿
る

が
ま
、
の
白
然
現
象
仁
過
ぎ
な
い
か

ι、
-
時
股
上
顧
慮

せ
ら
る
、
主
義
で
は
な
い
、
主
義
正
し
て
共
同
か
然
ら

苫
れ
ば
初
日
比
内
閲
係
を
結
ぶ
に
ゐ
る
。

共
同
主
義
は
自
我
を
抑
制
す
る
性
格

ω人
で
な
け
れ

ば
閥
抗
さ
れ
難
い
、
古
来

ω俳
統
た
る
共
同
主
義
組
織

は
、
少
数
者

ω共
同
主
義
者
ご
其
の
共
同
柿
耐
仰
に
向
へ

る
大
殺
の
腕
依
ど
の
結
合
じ
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
。
然

る
に
多
〈
山
氏
族
に
ゐ
つ
て
は
、
時
を
経
る
に
従
つ

τ

共
同
主
義
者
叫
後
に
亜
流
ぜ
生
じ
真
に
偽
装
を
生
じ
、

一
部
階
級
が
自
ら
共
同
梢
耐
仰
を
健
併
し
な
い
で
而
か
も

大
栄
仁
川
剖
し
て
共
同
主
義
を
強
ゐ
、
甚
し
き
は
此

ω主

義

ω名
じ
於

τ
大
衆
の
生
活
を
限
越
し
た
。
並
(
M
雌
迫

第
二
十
三
省

(
第
四
脱
一
六
六
)

に
刺
激
き
れ
如
し
一
1
泌
守
る
仁
王
っ
た

ω灯
、
返
代
に

於
り
る
大
衆
山
自
覚
で
あ
一
る
。
向
は
H

人
近
代
仁
勃
興
せ

る
自
然
科
棋
は
、
唯
に
立

(ω
立
場
よ

h
の
み
見
1
、
共

同
柿
紳
へ
向
へ
る
崎
山
仙
の
心
を
目
し
て
逃
信
な
り
古
縄

師
附
し
た
。
斯
〈
て
自
我
に
円
質
的
た
る
人
々
は
猫
立
白

骨
骨
を
悦
ぶ
ピ
同
川
に
之
に
悶
へ
ら
れ
て
、
玉
石
を
判
別

す
る
徐
被
な
〈
、
雌
・
仙
川
的
共
同
主
義
を
-
M
(
る
ご
共
に

異
質
山
共
同
主
義
を
も
泣
F
け
よ
う
ご
す
る
o

斯
(
て

古
風
の
卒
一
側
仰
に
基
f
共
同
組
織
は
著
し
〈
動
掠
し
衰

弱
し
、
之
仁
代
っ
て
新

L
き
筒
慨
倒
的
相
一
凡
主
義
が
日

々
往
々
条
え
っ
、
あ
る
の
で
あ
る
。
叫
州
統

U
に
於
て
「
の

め
自
巳
ロ
同
『
位
一
回
よ
h
の
自
己
-ω
岳
民
げ
へ
」
己
一
五
へ
る
は

此
ゆ
傾
向
を
指
す

ωで
ゐ
る
。
徴
兵
制
度
反
到
の
思
訟

も
本
質
的
に
は
此
の
流
に
立
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

九
月
八
人

、ふ""り q 公，，，'，す

-畦

今
日
、
共
同
主
義
り
貨
現
正
見
る
べ
き
も
の
は
、
徴

兵
・
租
枕
・
災
害
防
止
・
初
等
普
遍
救
訂
等
で
あ
っ
て
、

最
低
限
度

ω生
活
保
附
が
共
同
主
義
制
度
ご
し
て
採
川

さ
る
べ
き
や
脊
や
が
問
題
ご
な
っ
て
居
品
。
反
獅

ω
如

き
は
巳
に
之
を
加
へ
て
居
る
。

A
ー
も
仰
・
以
・
狗
u

露



に
は
共
同
主
義
組
織
が
向
は
可
な
b
多
〈
残
っ
て
居
る

が
、
英
米
で
は
相
江
主
義
組
織
が
著
L
〈
打
勝
っ
て
居

る
o

英
古
利
の
如
き
は
杭
税
ま
で
も
抑
制
償
己
見
る
御
念

掛
(
、
久
し
い
問
、
徴
兵
制
度
も
強
制
敬
育
制
度
も
存

L
な
か
っ
た
。
大
戦
時
及
共
以
後
に
は
+
央
氷
に
於

τも

相
互
主
義
を
以
て
足
ら
十
ご
な
し
、
共
同
主
義
を
加
味

し
よ
う
ご
す
る
傾
向
も
見
b
る
o
英
吉
利
に
は
義
務
致

育
制
度
が
抹
刈
3
れ
、
米
国
り
如
き
は
大
戦
に
よ
っ
て

枇
曾
か
ら
凶
山
水
に
移
っ
た
ご
苫
へ
言
は
れ
て
居
る
。
是

等
り
事
怖
を
見

μ
ば
共
同
主
義
は
表
へ
た
よ
リ
正
雄
も
、

仰
は
、
相
一
比
主
義
に
全
盛
を
恋
に
き
す
る
ご
は
考
へ
ら

れ
な
い
、
欧
雑

U
で
も
「
の
虫
色

R
E再
よ
b
の
m
E
2
7

月

E
P
へ
の
道
」
を
情
ふ
る
思
想
も
あ
る
。

共
同
主
義
は
共
同
享
受
ご
共
同
負
強
正
に
H
T
る
、
。

相
瓦
斗
4
4

識
が
生
活
本
似
を
筒
人
に
泣
〈
に
劃
し
、
共
同

主
義
以
生
活
本
位
を
金
値
に
求
h
u
る
。
故
に
共
同
主
義

で
は
、
享
受
は
各
人
の
必
要
に
鵬
じ
て
奥
へ
ら
れ
、
負

備
は
各
人
り
能
力
に
肱
じ
て
要
求
さ
る
、
。
享
受
ご
負

館
正
が
匝
伎
の
交
換
的
関
聯
を
有
し
な
い
で
共
に
会
館

雑

融

徴
兵
制
度
反
封
宣
言
に
就
て

の
生
活
に
給
付
け
ら
る
、
。
租
税
が
共
同
負
携
な
る
ニ

zω
理
由
V
↓
牧
入
山
大
な
る
貼
に
師
す
る
は
共
同
負
強

の
精
耐
仰
を
解
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
徴
兵
制
度
の
必
要

な
る
理
由
を
経
袋

ω小
な
る
こ
古
に
師
す
る
も
亦
共
同

主
義
を
知
ら
な
い
も
の
で
ゐ
る
o

現
質
内
徴
兵
制
度
に

負
強
り
不
自
白
川
T

が
存
す
る
こ
£
は
、
租
枕

ω負
婚
に
大

な
る
不
公
平
が
ゐ
る
の
ご
同
様
で
あ
る
。
不
必
卒
は
飽

〈
ま
で
矯
正

L
な
り
れ
ば
な
ら
旧
制
。
さ
れ
ド
と
共
同
主
義

の
可
否
は
自
ら
別
問
題
で
あ
る
。

共
産
制
は
共
同
主
義
組
織
が
施
捕
ま
で
総
務
生
活
仁

野
現
き
る
、
場
合
で
あ
る
。
悲
し
い
w

か
な
、
現
在
で
は

如
何
な
る
樹
氏
り
基
本
剛
飽
で
も
到
底
共
任
仁
堪
へ
な

v
。
其
蕗
で
、
せ
め
て
最
仮
生
活
の
保
陥
な
b

Z
も
共

同
主
義
仁
よ
っ
て
質
現

L
た
い
ご
云
ふ
の
が
、
共
同
精

紳
に
憤
る
、
人
々
の
希
同
対
で
あ
る
o

我
凶
で
も
封
処
組
制
に
よ
っ
て
、
秩
序
維
持
の
柏
崎
め

の
武
力
が
武
士
関
放
に
蹄
嵐
せ
る
時
代
に
は
、
武
士
階

級
的
問
に
の
み
共
同
主
義
川
町
武
力
削
減
が
山
家
t
岡
民

会
世
は
之
に
奥
ら
な
か
っ
た
o
維
新
後
岡
氏
皆
兵
り
制

度
が
出
世
帯

τ始
め

τ武
力
組
械
が
杢
凶
日
目

ω共
同
主
義

(
第
四
銃
一
六
七
)

第
二
十
三
容

大

λ
九



雑

品

前
仰
は
却
と
比
測
定

に
立
川
刷
ム
リ
挺
に
充
W
H
L
K
o
仙
川
る
仁
阿
川
か
ら
輸
入
せ

る
資
本
川
は
も
ど
山
H
然

ω
腕
比

t
わ
る
か
ら
、
川
何
十
主

義
を
古
へ
腕
九
じ
延
仁
共
川
細
川
川
士
廿
析
し
〈
弛
緩
せ
し
一

め
っ
、
山
る
。
一
戸

λ
I
民
事

J
H
H川
長

μ
2
2
k
I
q
'
i
一

4
4

〆

E
A
-
U
干
d
q
刊
H
J
j
L
j
・h
i

山
町
主
義

-ruき
去
っ
た
ピ

L
た
な
ら
ば
、
我
々
的
州
側
一

作
祈

μ
ど

う

な

る

で

め

ら

う

か

。

一

日
1
十
r
一括

aLA阻
じ
!
J
'と

t
リ
、
t
t、.
品
川
a

一;乙
)
4
1
-
口、一

i
A
-
1
-
ヨ
I
M
P
-
s
y
t
-
-々
R
ノ

l
i
J
f
H
i
J
4削
U
M
H
r
f

一

川
川

t
，
士
山
よ
la

、
o
k
tム
前

H
r
r
j
i
o
h
p
A

'
B
r
a
y
-
-
f
L
1ノ

l
r
p一
点
イ
〆

J
L
P

。

仁
丹

l
資
本
州
山
知
き
非
共
川
主
義
を

γ?ヲピ
1
る
十

人
々
が
似
兵
制
士
山
岬
叫
し
、
却
っ
て
資
本
川
を
改
め
に
一

い
ピ
叫
ふ
人
々
が
微
兵
制
を
児
約
つ
る
正
し
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